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８人が一般質問
　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじ
め質問の要旨を通告することになっています。

一 般 質 問 と は

宮崎　法文 議員
１  防衛省 ・ 総務省からの交付金は

P ９

浅見　　　隆 議員
１  上水道の現在の給水状況は
２  水道施設の今後の資産管理は
３  水道料金の改定は

P15

新井佐智子 議員
１  議会の不法行為と首長の法的責任は
２  村が加入する自治体賠償補償保険は

P14

波多野佐和子 議員
１  自然環境と森林景観の保全は
２  南新井前橋線バイパス開通に伴う通学安全対策は
３  ぶどう産地の維持は
４  村指定重要文化財 （孝経の碑） の管理は

P11

栁岡　利精 議員
１  村民のドクターヘリ活用状況は
２  村や村民が求める議会の議決責任は
３  新県道開通後の交通安全対策は

P ８

清水　健一 議員
１  不登校の児童生徒への支援は
２  校内教育支援センターの利用状況は
３  校内教育支援センターの効果は

P13

中島由美子 議員
１  ｅｎｊｏｙＳＨＩＮＴＯの実現方法は
２  ｅｎｊｏｙＳＨＩＮＴＯとしんとぴあと図書館は

P10

須田　仁美 議員
１  しんタクを使えない声も把握を
２  高齢者の健康寿命を支える外出に移動手段は
３  利用ニーズに応じた時間延長は
４  移住定住の決め手分析を

P12

上記のＱＲコード
を読み取ると 「一
般質問通告一覧
表」 のページが開
きます

上記のＱＲコード
を読み取ると 「会
議録」 のページが
開きます
準備出来次第公開

村政を問う

誌面の都合により、質問の内容を要約または非掲載とし
ています。
詳細は、議会のホームページ上の会議録をご覧ください。

榛東村議会 ク
リ
ッ
ク
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答
え
ま
す
。
令
和
７
年

度
は
、
１
億
３
０
１
０

万
２
千
円
の
交
付
金
の

う
ち
、
基
金
積
立
に
５

９
０
０
万
円
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
分
１

千
万
円
、
社
会
福
祉
施

設
分
３
０
０
万
円
、
道

路
改
良
舗
装
工
事
分
と

し
て
、
５
８
１
０
万
２

千
円
で
し
た
。
令
和
８

年
度
は
、
予
算
の
ベ
ー

ス
で
の
９
千
万
円
の
交

付
金
の
う
ち
、
基
金
積

立
分
と
し
て
１
４
０
０

万
円
、
村
道
改
良
舗
装

工
事
分
６
５
０
０
万

円
、
児
童
遊
具
分
５
０

０
万
円
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置

分
６
０
０
万
円
で
す
。

国
有
提
供
施

設
等
所
在
市
町

村
助
成
交
付
金

（総
務

省
）
の
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
の
予
算

決
算
額
に
つ
い
て
、
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

同
交
付
金
に
つ

い
て
、
令
和
６

年
度
決
算
額
７
０
７
２

万
６
千
円
、
令
和
７
年

度
決
算
額
が
７
０
５
４

万
３
千
円
、
令
和
８
年

度
の
予
算
額
は
、
７
１

０
０
万
円
で
す
。

国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付

金

（
総
務
省
）
は
い
か

が
で
す
か
。

同
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
令
和

６
年
度
決
算
額
１
３
０

３
万
９
３
０
０
円
、
令

和
７
年
度
決
算
額
１
２

８
６
万
１
１
０
０
円
、

令
和
８
年
度
予
算
額
は

１
２
８
２
万
２
千
円
と

な
り
ま
す
。

装
分
と
し
て
、
８
０

１
６
万
８
千
円
の
う

ち
、
交
付
金
を
６
７
７

３
万
８
千
円
充
て
ま
し

た
。
道
路
改
良
舗
装
の

事
業
費
内
訳
は
、
第
６

号
計
画
道
路
橋
り
ょ
う

設
計
業
務
委
託
２
２
７

１
万
５
千
円
、
上
野
幹

線
舗
装
調
査
業
務
委
託

４
９
５
万
円
、
堀
之
内

５
号
線
本
工
事
２
４
４

５
万
３
千
円
、
主
要
村

道
補
修
修
繕
工
事
柳
沢

水
出
線
１
３
８
９
万
３

千
円
、
主
要
村
道
舗
装

補
修
工
事
宮
室
下
前
線

１
４
１
５
万
７
千
円
で

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
委
託

１
７
１
万
６
千
円
の
う

ち
交
付
金
が
１
３
５
万

円
、社
会
福
祉
施
設（
ふ

れ
あ
い
館
浴
場
の
シ
ャ

ワ
ー
配
管
修
繕
工
事
）

７
１
５
万
円
の
う
ち
６

５
０
万
円
は
、
交
付
金

で
充
て
ま
し
た
。
合
計

１
億
１
３
５
３
万
４
千

円
の
事
業
費
の
う
ち
１

億
８
万
８
千
円
を
充
て

ま
し
た
。
令
和
７
年
度

と
令
和
８
年
度
に
つ
い

て
は
、
事
業
に
充
て
た

交
付
金
の
金
額
内
訳
を

一
般
質
問

宮
みや

崎
ざき

　法
のり

文
ふみ

議 員

国からの交付金の内訳は
各事業ごとに説明

特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整

交
付
金

（
防
衛
省
）
の

令
和
６
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
歳
入
と

歳
出

（
事
業
費
）
の
金

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金

に
つ
い
て
令
和
６
年
度

と
７
年
度
は
決
算
ベ
ー

ス
で
、
令
和
８
年
度
は

予
算
ベ
ー
ス
で
回
答
し

ま
す
。
令
和
６
年
度
の

歳
入
は
１
億
８
万
８

千
円
、
令
和
７
年
度

は
、
１
億
３
０
１
０
万

２
千
円
、
令
和
８
年
度

の
予
算
額
は
９
千
万
円

で
す
。
歳
出
は
事
業
費

ベ
ー
ス
で
は
、
令
和
６

年
度
は
１
億
１
３
５
３

万
４
千
円
で
、
令
和
７

年
度
は
、
１
億
６
２
７

７
万
４
千
円
、
令
和
８

年
度
の
予
算
額
は
９
７

２
２
万
円
で
す
。
各
年

度
対
象
事
業
費
に
対
し

て
交
付
金
を
充
て
た
額

を
説
明
し
ま
す
。
令
和

６
年
度
は
、
基
金
積
立

分
と
し
て
２
４
５
０
万

円
の
う
ち
２
４
５
０
万

円
を
交
付
金
か
ら
充
て

ま
し
た
。
道
路
改
良
舗

予算書及び予算に関する説明書

防
衛
省
・
総
務
省
か
ら
の
交
付
金

防
衛
省
・
総
務
省
か
ら
の
交
付
金
は

村

民

に
緊

急

か
つ
高
度
医
療

が
必
要
な
場
合
に
お
い

て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

活
用
を
含
め
、
村
と
し

て
仕
組
み
を
ど
う
把
握

し
て
い
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
離
着
陸
場
の
登
録
申

請
は
村
か
ら
消
防
本
部

へ
行
っ
て
い
ま
す
。
運

用
自
体
は
村
の
一
般
事

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

直
近
３
年
間
（
令
和

５
〜
７
年
度
）
の
村
内

離
着
陸
地
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
利
用
実
績
は
３
件

と
把
握
し
て
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
に

10
件
中
８
件
の

利
用
実
績
が
あ
る
新
井

緑
地
公
園
が
、
令
和
８

年
１
月
１
日
に
離
着
陸

場
か
ら
除
外
さ
れ
た
理

由
は
何
で
す
か
。

道
路
改
良
舗
装

工
事
に
伴
う
全

面
通
行
止
め
等
が
見
込

ま
れ
る
た
め
除
外
し
ま

し
た
。
工
事
終
了
後
に

は
再
度
登
録
申
請
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
７
次
総
合
計

画
の
策
定
過
程

に
お
け
る
住
民
、
審
議

会
、
議
会
に
求
め
ら
れ

る
役
割
や
責
任
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
住
民
は
、

要
件
定
義
の
材
料
を
出

す
役
割
で
あ
り
、
審
議

会
は
、
案
の
妥
当
性
を

高
め
る

諮
問
機
関
で

す
。
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
第
６
条
に
基
づ

き
、
政
策
形
成
過
程
を

論
点
と
し
て
審
議
し
、

議
決
責
任
を
負
う
も
の

と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。総

務
企
画
課
長

住
民
か
ら
は
多

様
な
意
見
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
計

画
に
関
す
る
事
項
を
調

査
審
議
し
ま
す
。
議
会

に
つ
い
て
は
、
基
本
条

例
に
基
づ
き
議
決
す
べ

き
事
件
と
し
て
審
議
い

た
だ
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

令
和
９
年
３
月

に
開

通

予

定

の
新
し
い
県
道
に
つ
い

て
、
交
通
安
全
に
不
安

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

信
号
機
や
横
断
歩
道
の

設
置
な
ど
、
県
や
警
察

と
ど
う
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
か
。

建
設
課
長

道
路
の
整
備
計

画
時
よ
り
土
木
事
務
所

や
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
信

号
機
の
設
置
等
に
つ
き

ま
し
て
も
警
察
と
調
整

し
て
い
ま
す
。
村
に
ご

相
談
い
た
だ
い
た
際
も

状
況
を
土
木
事
務
所
と

共
有
し
て
い
き
ま
す
。

第
７
次
総
合
計

画
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
い
つ
実

施
さ
れ
ま
し
た
か
。

令
和
８
年
３

月
９
日
か
ら
23

日
ま
で
の
15
日
間
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集

を
実
施
し
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
は
０
件
で
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
希
望

し
て
い
た
村
民
が
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

い
ま
し
た
が
募
集
掲
載

が
無
く
、
結
果
の
ペ
ー

ジ
に
は
第
６
次
総
合
計

画
の
結
果
の
み
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
な
ぜ

で
す
か
。第

６
次
の
結
果

が
掲
載
さ
れ
た

ま
ま
で
し
た
。
第
７
次

総
合
計
画
に
係
る
実
施

結
果
を
新
た
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8

一
般
質
問

ドクターヘリの運用状況は
離着陸場は村が指定

栁
やな

岡
おか

　利
とし

精
あき

議 員

議
会
の
議
決
責
任

交
通
安
全
対
策

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
活
用
状
況

村
や
村
民
が
求
め
る

�

議
会
の
議
決
責
任
は

新
県
道
開
通
後
の
交
通
安
全
対
策
は

村
民
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
活
用
状
況
は

問問答答

諮問機関とは諮問機関とは…村長などの執行機関から意見を求められ、専門的・客観的な立場から調査や審議を行い、答申や意
見を示す機関のことです。最終的な決定権は執行機関や議会にあります。

榛東でも活躍しているドクターヘリ
（写真提供エアロトヨタ株式会社）

問問

問問

問問問問問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答答答

答答

答答答答

　
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
と
は
…

　
米
軍
や
自
衛
隊
の
施
設
が
、
市
町
村
の
区
域
内
に
広
大

な
面
積
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
所
在
す
る

こ
と
で
市
町
村
の
財
政
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
固
定
資
産
税
の
代
替
的
な
も
の
と

し
て
所
在
市
町
村
に
毎
年
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
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産
業
振
興
課
長

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー

プ
は
、
令
和
８
年
４
月

の
点
検
で
修
繕
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
現
在
見
積
り
を
業

者
に
依
頼
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ミ
ニ
鉄
道

の
駅
舎
は
、
現
在
業
者

に
相
談
中
で
す
。

大
型
遊
具
の
ふ

わ
ふ
わ
ド
ー
ム

約
６
千
万
円
を
予
算
化

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

新
井
緑
地
公
園
に
設
置

す
る
の
と
、
ふ
る
さ
と

公
園
に
設
置
す
る
と
の

比
較
で
、
年
間
入
場
者

数
、
費
用
対
効
果
な

ど
の
指
標
を
決
め
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
は
出
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長

費
用
対
効
果
な

ど
、
ふ
る
さ
と
公
園
と

新
井
緑
地
公
園
に
設
置

し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

令
和
８
年
度
５

億
円
程
予
算
化

さ
れ
た
水
道
管
布
設
替

え
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

事
例
を
参
考
に
、
歩
道

ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
を

村
民
が
実
現
す
る
た
め

に
、
図
書
館
と
い
う
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
必
須
と

考
え
ま
す
が
、
今
の
図

書
室
か
ら
図
書
館
に
進

化
さ
せ
る
必
要
は
あ
り

ま
す
か
。生

涯
学
習
課
長

現
在
の
南
コ
ミ

の
図
書
室
を
図
書
館
に

進
化
さ
せ
る
、
変
更
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
ん
と
ぴ
あ
の

貸
館
の
ネ
ッ
ト

受
付
化
の
目
標
時
期
は

あ
り
ま
す
か
。

ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
施
設
予
約

は
、
第
７
次
総
合
計
画

に
令
和
12
年
度
に
目
標

値
を
記
載
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
調
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
支
援

と
し
て
、
組
織
の
高
年

齢
化
対
応
で
、
書
記
的

役
割
の
職
員
を
配
置
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

各
種
団
体
に
対

し
て
書
記
的
な

役
割
を
担
う
職
員
を
配

置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

一
般
質
問

28人乗りマイクロバス （役場車庫）

気づいていない未来の困りごとは
暮らし遊び仕事日々楽しめる村に

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
実
現

し
ん
と
ぴ
あ
と
図
書
館

埋
設
と
道
路
埋
設
の
予

算
を
比
較
検
討
し
て
い

ま
す
か
。上

下
水
道
課
長

既
設
管
等
が
な

い
歩
道
へ
の
布
設
を
仮

定
す
る
と
掘
削
埋
め
戻

し
が
浅
い
た
め
、
６
・

４
％
削
減
が
見
込
め
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
の

区
間
は
歩
道
内
に
既
設

管
等
が
あ
り
、
新
設
水

道
管
を
布
設
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
取
れ
ず
車
道

内
へ
の
布
設
を
計
画
し

ま
し
た
。

ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の

�

実
現
方
法
は

公
共
交
通
が
弱

い
村
で
す
が
、

文
化
活
動
を
す
る
任
意

の
団
体
が
村
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
年
１
回
程
度

利
用
で
き
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

任
意
団
体
の
方

が
視
察
研
修
等
の
活
動

に
対
し
て
、
村
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
貸
出
し
は
、

現
段
階
で
は
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
７
次
榛
東
村

総
合
計
画
ｅ
ｎ

ｊ
ｏ
ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

は
、
こ
う
い
う
村
づ
く

り
を
行
う
と
い
う
村
民

と
の
約
束
で
す
。
各
課

に
ど
の
よ
う
な
事
業
予

算
を
配
分
し
て
目
標
値

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

基
本
構
想
に
掲

げ
る
６
つ
の
基

本
目
標
に
基
づ
き
配
分

し
、
各
課
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
公
園

で
一
部
壊
れ
た

ま
ま
の
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー

プ
、
ミ
ニ
鉄
道
駅
舎
、

ト
ン
ネ
ル
等
を
全
て
修

繕
し
た
場
合
、
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
。

自
然
環
境
と
森
林
景
観
の
保
全
は

ぶ
ど
う
産
地
の
維
持
は

南
新
井
前
橋
線
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
う

�

通
学
安
全
対
策
は

村
指
定
重
要
文
化
財
（
孝
経
の
碑
）
の

�

管
理
は

認
定
農
業
者
以

外
の
小
規
模
ぶ

ど
う
農
家
に
対
し
て
、

継
続
的
に
支
え
る
補
助

制
度
の
検
討
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

小
規
模
の
定
義

が
曖
昧
な
ま
ま
補
助
制

度
を
創
設
す
る
と
、
対

象
者
の
選
定
基
準
が
不

透
明
に
な
る
た
め
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
が
全

線

開

通

の
際

に
、
ぶ
ど
う
郷
の
看
板

等
の
設
置
は
考
え
て
い

ま
す
か
。役

場
付
近
に
ぶ

ど
う
郷
の
看
板

の
設
置
は
Ｐ
Ｒ
す
る
上

で
は
有
効
な
手
段
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う

生
産
組
合
の
要
望
や
設

置
者
、
設
置
場
所
な
ど

の
法
令
を
調
査
し
、
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
に
使
用
さ

れ
る
村
道
に
対

し
て
、
30
キ
ロ
速
度
規

制
や
減
速
帯
の
設
置
な

ど
、
対
応
は
し
て
い
ま

す
か
。

学
校
教
育
課
長

改
善
要
望
個
所

に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
対
策
を

講
じ
た
り
、
対
策
の
要

望
を
上
げ
た
り
し
て
い

ま
す
。

富
沢
文
明
と
門

弟
ら
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
、
親
を
敬

い
人
を
思
い
や
る
精
神

を
後
世
に
伝
え
る
、
（

孝
経
の
碑
）
の
文
字
が

薄
れ
、
判
読
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。
管

理
を
ど
の
よ
う
に
進
め

ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

榛
東
村
文
化
財

保
護
条
例
に
よ
り
、
文

化
財
の
所
有
者
が
管

理
、
保
存
す
る
も
の
と

あ
り
ま
す
。
周
辺
管
理

に
つ
い
て
は
地
元
の
皆

さ
ま
方
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

村
長

そ
う
い
っ
た
課

題
を
し
っ
か
り
確
認

し
、
他
市
町
村
等
の
事

例
も
調
査
し
な
が
ら
、

時
間
は
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
住
民
や
関
係

機
関
と
協
力
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

森林景観・生活環境を守る条例整備は
慎重な検討が必要

森
林
景
観
や
生

活
環
境
保
全
に

関
す
る
条
例
整
備
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

森
林
所
有
者
の

財
産
権
や
土
地
利
用
に

一
定
の
制
約
を
伴
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

村
独
自
の
規
制

や
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

「
榛
東
村
土
砂

等
に
よ
る
埋
め
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条

例
」
の
よ
う
な
個
別
の

課
題
に
関
す
る
条
例
の

制
定
な
ど
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

一
度
失
わ
れ
た

自
然
環
境
や
森

林
景
観
を
取
り
戻
す
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
ど
の
よ
う
な

方
針
で
森
林
環
境
と
生

活
環
境
を
守
っ
て
い
き

ま
す
か
。

答答

守りたい森林景観 （県道水沢 ・足門線）

問問

自
然
環
境
と
森
林
景
観

通
学
安
全
対
策

ぶ
ど
う
産
地
の
維
持

ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と

�

し
ん
と
ぴ
あ
と
図
書
館
は

問問問問

問問

問問

問問

問問問問

問問

問問問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答 答答

答答答答

答答

答答

答答

答答

答答

答答

孝経の碑とは孝経の碑とは…文政２年（1819）富沢文明らによって建てられたもので、高さ165㎝、幅75.5㎝
14区の通称天神山の一角に建立されています。
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不
登
校
の
児
童

生
徒
へ
の
支
援

を
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
生
活
で
何

ら
か
の
困
難
さ
や
困
り

感
を
感
じ
、
教
室
に
入

り
づ
ら
い
要
因
は
、
不

登
校
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
発
達
障
害
や
学

習
障
害
な
ど
が
要
因

で
困
難
さ
を
感
じ
て
い

る
児
童
生
徒
、
外
国
に

ル
ー
ツ
が
あ
り
、
日
本

語
や
日
本
の
文
化
な
ど

に
困
難
さ
を
感
じ
て
い

る
児
童
生
徒
な
ど
で
す
。

今
後
、
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

児
童
生
徒
の
支
援
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、

包
摂
的
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
機
能
に

し
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
ま
た
、
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
村

の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
て
っ
ぷ
榛
東
」
と
も

連
携
を
図
り
、
全
て
の

児
童
生
徒
が
居
心
地
の

良
い
、

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
教
育
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ

や
介
護
予
防
事

業
な
ど
、
高
齢
者
向
け

の
健
康
づ
く
り
・
交
流

の
場
に
つ
い
て
、
移
動

手
段
や
交
通
費
の
問
題

し
ん
タ
ク
を
使
え
な
い
声
も
把
握
を

利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
時
間
延
長
は

移
住
定
住
の
決
め
手
分
析
を

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
支
え
る
外
出
に

�

移
動
手
段
は

定
期
試
験
前
な

ど
で
、
し
ご
と

学
習
ス
ペ
ー
ス
利
用
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
時
期

の
日
曜
・
祝
日
の
ほ
か
、

曜
日
や
期
間
限
定
で
み

転
勤
や
赴
任
な

ど
を
き
っ
か
け

に
村
に
住
ん
だ
子
育
て

世
代
や
若
い
世
帯
に
つ

い
て
、
榛
東
村
を
選
ぶ

決
め
手
や
、
近
隣
市
町

村
を
選
ぶ
要
因
を
把

握
・
分
析
し
、
移
住
定

住
施
策
に
生
か
す
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

転
入
転
出
時
に

調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
選
ば
れ
る
主
な
決

め
手
は
、
子
育
て
支
援

や
自
然
環
境
、
住
宅
費

の
手
頃
さ
、
通
勤
利
便

性
に
あ
る
と
推
察
し
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
度

村
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
人
口
減
少
対
策

に
は
「
子
育
て
世
代
へ

の
経
済
的
支
援
」
33
・

５
％
が
最
多
で
し
た
。

住
み
た
く
な
い
理
由
に

は
、「
日
常
の
買
物
が

不
便
」
64・５
％
、「
道

路
事
情
や
交
通
便
が
悪

い
」
58
・
１
％
が
上
位

で
し
た
。
毎
年
行
う
村

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
村
の
長
所
短
所
を

分
析
し
、
施
策
に
反
映

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
よ
り
参
加
し
に
く
い

方
が
い
る
可
能
性
を
把

握
し
、
参
加
に
つ
な
げ

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
介
護
予
防

事
業
に
参
加
す
る
上
で

の
妨
げ
に
「
交
通
手
段

が
な
い
」
が
23
・
４
％
で

し
た
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は

令
和
８
年
度
新
た
に
１

カ
所
増
や
し
、
現
在
４

カ
所
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
移
動
手
段
の
な
い

方
に
は
、福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
補
助
や
し
ん
タ
ク

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

ん
な
の
こ
ど
も
部
屋
、

図
書
室
等
の
利
用
時
間

延
長
や
閉
館
時
の
図
書

返
却
方
法
を
試
行
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

み
ん
な
の
こ
ど

も
部
屋
の
利
用
時
間
は

他
市
町
村
の
公
民
館
を

参
考
と
し
、
し
ん
と
ぴ

あ
も
南
コ
ミ
も
基
本
月

曜
日
休
館
、
日
曜
祝
日

も
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
利
用
者

か
ら
要
望
も
な
い
た

め
、
利
用
時
間
延
長
等

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

一
般
質
問

しんタク登録者アンケート結果
（村ＨＰで掲載）

しんタクを使えない声の把握を
指摘の諸課題も重要な検討材料

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

し
ん
タ
ク
を
使
え
な
い
声

健
康
寿
命
を
支
え
る
移
動
手
段

施
設
の
時
間
延
長

移
住
定
住
の
決
め
手

し
ん
タ
ク
の

利
用
者
だ
け

で
な
く
、
使
い
た
い
が

使
っ
て
い
な
い
方
、
制

度
を
知
っ
て
い
て
も
使

い
に
く
い
方
の
声
を
把

握
し
、
対
象
者
、
運
行

範
囲
、
予
約
方
法
、
自

己
負
担
額
等
の
改
善
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

指
摘
の
諸
課
題

に
つ
い
て
も
重
要
な
検

討
材
料
と
認
識
し
、
公

共
交
通
対
策
等
検
討
委

員
会
で
協
議
の
上
、
運

行
範
囲
、
利
用
時
間
、

自
己
負
担
額
な
ど
の
見

直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

�

利
用
状
況
は

小
中
学
校
３
校

の
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長

令
和
８
年
度
、

校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
３
校
と
も
校
長

経
験
者
を
任
用
し
、
豊

か
な
経
験
や
知
見
を
も

と
に
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
県
内
で
、
全
て

の
小
中
学
校
に
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、

ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
す
。

利
用
状
況
は
、
令
和
７

年
度
は
小
学
校
９
人
、

中
学
校
24
人
の
利
用
で

す
。
令
和
８
年
度
は
、

小
学
校
10
人
、
中
学
校

６
人
の
利
用
で
す
。

　
包
摂
的
と
は
…
誰
も
取
り
残
さ
ず
、
す
べ
て
の
人
を
受

け
入
れ
る
考
え
方
で
す
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
…
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
を

社
会
か
ら
排
除
せ
ず
、
誰
も
が
等
し
く
参
加
で
き
る
状

態
や
し
く
み
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と
効
果

清
し

水
みず

　健
けん

一
いち

議 員

不登校児童生徒の支援は
インクルーシブな教育環境を作る

校内教育支援センター （榛東中学校）

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は

しんタクとはしんタクとは…榛東村タクシー利用料金助成事業のことです。榛東村が目指す「人生100年時代」に向け、村民の誰
もが活躍できる村づくりを実現するため、日常生活を支える持続可能な公共交通施策として、村内移動のニーズ調
査を行う実証試験です。

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
は

校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
は
、
有
意
義
だ

と
考
え
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
か
。

学
校
教
育
課
長

校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
で
少
し
ず
つ

学
校
生
活
に
慣
ら
し
な

が
ら
、
最
終
的
に
は
、

在
籍
学
級
へ
の
復
帰
や

欠
席
日
数
の
増
加
を
防

ぐ
中
継
地
点
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
は
不
登
校
だ
っ

た
生
徒
が
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
に
通
え
る

よ
う
に
な
っ
た
事
例
も

あ
り
、
学
校
の
中
に
居

場
所
が
あ
る
こ
と
で
生

徒
の
状
況
に
よ
り
授
業

に
出
た
り
、
休
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
柔
軟
に
で

き
、
不
登
校
の
予
防
に

な
っ
て
い
ま
す
。
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
よ
り
、
教
室
に

入
り
づ
ら
い
児
童
生
徒

に
対
し
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る
落
ち
着
い
た
空

間
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
に
よ
り
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
り
、
登
校
す
る
習
慣

が
つ
い
て
い
ま
す
。

問問問問

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答答答

答答

答答

答答
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上
水
道
の
現
在
の
給
水
状
況
は

水
道
施
設
の
今
後
の
資
産
管
理
は

水
道
料
金
の
改
定
は

一
般
質
問

上
水
道
の
給
水
状
況

水
道
施
設
の
資
産
管
理

水
道
料
金
の
改
定

を
経
過
し
た
が
、
な
お

使
用
に
耐
え
る
も
の
を

言
い
ま
す
。
一
方
、
老

朽
化
資
産
は
、
法
定
耐

用
年
数
の
１
・
５
倍
を

超
え
た
も
の
で
、
使
用

に
限
界
を
迎
え
、
早
急

な
対
応
が
必
要
な
状
態

を
示
し
て
い
ま
す
。
各

項
目
及
び
各
工
程
で
法

定
耐
用
年
数
が
異
な
り

ま
す
が
、
健
全
資
産
の

比
率
に
つ
い
て
は
上
昇

見
込
で
す
。

令
和
８
年
度
改

正
の
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
令
和
６
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
で
は
、
水
道
料
金

の
30
％
ア
ッ
プ
が
掲
げ

ら
れ
、
令
和
８
年
度
に

値
上
げ
の
予
定
と
あ
り

ま
す
が
、
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課
長

令
和
６
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

で
は
、
令
和
８
年
度
で

料
金
改
定
を
見
込
ん
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
相
馬
原
飛
行
場
等
周

辺
水
道
設
置
助
成
事
業

に
係
る
補
助
金
」、「
防

衛
省
補
助
金
」
に
よ
る

収
入
を
加
味
し
た
上

で
、
令
和
８
年
３
月
に

改
定
し
た
「
上
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
」
の
試

算
で
は
、
令
和
10
年
度

及
び
そ
れ
以
降
の
年
度

で
赤
字
を
計
上
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
今

後
も
経
費
の
削
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
料
金

改
定
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か

ら

令

和

６
年

度
ま
で
有
収
率
は
66
・

８
％
ま
で
悪
化
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
原
因

調
査
と
対
策
を
お
聞
き

し
ま
す
。上

下
水
道
課
長

浄
水
場
か
ら
配

水
し
た
水
を
総
配
水
量

と
い
い
、
各
家
庭
の
量

水
器
を
通
っ
た
水
の
こ

と
を
有
収
水
量
と
い
い

ま
す
。
有
収
水
量
を
総

配
水
量
で
割
っ
た
割
合

の
こ
と
を
有
収
率
と
い

い
ま
す
。
漏
水
率
は
、

浄
水
場
か
ら
配
水
し
た

水
が
各
家
庭
の
量
水
器

を
通
ら
な
か
っ
た
不
明

水
の
割
合
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
令
和
２
年
度

の
有
収
率
77
・
８
％
か

ら
比
較
す
る
と
有
収
率

は
減
少
し
続
け
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て

66
・
８
％
と
い
う
数
値

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
総
配
水
量
は
増
加

の
一
方
、
有
収
水
量
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
老
朽
化
し
た

配
管
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
問
題
に
対
し
て
、

浅
あさ

見
み

　隆
たかし

議 員

有収率向上への対策は
基幹管路の中長期的な更新

老
朽
化
し
た
基
幹
管
路

の
中
長
期
的
な
更
新
工

事
、
漏
水
の
発
生
の
多

い
給
水
管
の
更
新
を
行

い
、
有
収
率
の
向
上
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

資
産
管
理

（
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
ご

説
明
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
長

水
道
資
産
の
健

全
資
産
、経
年
化
資
産
、

老
朽
化
資
産
に
つ
い
て

定
義
を
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。健
全
資
産
と
は
、

法
定
耐
用
年
数
内
で
使

用
可
能
な
状
態
を
維
持

し
て
い
る
資
産
を
指
し

ま
す
。
経
年
化
資
産
は

経
過
年
数
が
法
定
耐
用

年
数
の
１
・
０
か
ら

１
・
５
倍
経
過
し
た
も

の
で
、
法
定
耐
用
年
数

100年持つダクタイル鋳鉄管ＧＸ形の布設

議
会
の
不
法
行
為
と

�
首
長
の
法
的
責
任
は

村
が
加
入
す
る

�

自
治
体
賠
償
補
償
保
険
は

種
別
、
補
償
限

度
額
、
年
間
保

険
料
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。総

務
企
画
課
長

村
で
は
、
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
補
償

保
険
制
度
の
賠
償
責
任

保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
補
償
限
度
額
は
、

１
件
に
つ
き
、
身
体
賠

償
２
億
円
、
財
物
賠
償

２
千
万
円
で
す
。
年
間

保
険
料
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
人
口
に

保
険
料
分
担
金
率
98
を

乗
じ
、
令
和
８
年
度
は

１
４
１
万
８
７
４
６
円

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
損

害
賠
償
請
求
が

保
険
適
用
の
対
象
と
な

り
ま
す
か
。

村
が
管
理
す
る

施
設
等
の
瑕か

疵し

に
起
因
す
る
事
故
及
び

村
の
業
務
遂
行
に
伴
う

偶
然
な
事
故
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
施

設
内
で
提
供
す
る
飲

食
物
等
に
起
因
す
る
事

故
や
住
民
の
方
か
ら
預

か
っ
た
受
託
物
の
損
壊

に
加
え
、
行
政
上
の
不

手
際
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や
名
誉
棄
損

と
い
っ
た
行
為
も
補
償

の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

過
去
５
年
間
で

支
払
実
績
は
あ

り
ま
す
か
。

令
和
６
年
度
に

２
件
、
総
額
29

万
５
６
２
５
円
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。

為
に
よ
る
訴
訟
が
生
じ

な
い
よ
う
、
相
互
に
尊

重
し
合
い
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

議
会
の
不
法
行

為
に
よ
っ
て
自

治
体
が
損
害
賠
償
金
を

支
払
っ
た
場
合
、
そ
の

負
担
は
自
治
体
が
負
い

ま
す
。
原
則
と
し
て
、

議
員
個
人
が
損
害
賠
償

責
任
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
の
不
法
行

為

が

争

点

と

な
っ
て
い
る
訴
訟
は
あ

り
ま
す
か
。

議
会
だ
よ
り
の

記
事
に
よ
り
名

誉
を
棄
損
さ
れ
た
と
し

て
、
村
が
被
告
と
し
て

訴
え
ら
れ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
係
争

中
で
す
の
で
詳
細
は
差

し
控
え
ま
す
。

議
会
の
不
法
行

為
に
よ
る
訴
訟

が
提
起
さ
れ
た
場
合
の

対
応
方
針
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

村
で
は
、
顧
問

弁
護
士
の
意
見

を
尊
重
し
、
法
的
根
拠

に
基
づ
い
た
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
今

後
、
議
会
と
の
関
係
を

良
好
に
保
ち
、
不
法
行

一
般
質
問

記録と法的根拠に基づく議論を （議場）

議会の不法行為の訴訟の被告は
村が損害賠償責任を負う

新
あら

井
い

佐
さ

智
ち

子
こ

議 員

議
会
の
不
法
行
為
と
法
的
責
任

自
治
体
賠
償
補
償
保
険

議
会
の
処
分
に

関
す
る
訴
訟
は

議
長
が
被
告
と
な
り
、

議
会
の
不
法
行
為
が

争
わ
れ
る
訴
訟
で
は
、

首
長
が
被
告
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
ご
説
明
く

だ
さ
い
。総

務
企
画
課
長

議
会
の
懲
罰
処

分
な
ど
、
議
会
又
は
議

長
の
権
限
行
使
に
関
す

る
訴
訟
は
、
議
長
が
地

方
公
共
団
体
を
代
表
し
、

議
会
の
不
法
行
為
に
関

す
る
訴
訟
で
は
、
首
長

が
代
表
し
て
損
害
賠
償

責
任
を
負
い
ま
す
。

議
会
の
議
決
に

賛
成
し
た
た
め

に
、
議
会
議
員
個
人
が

訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
認
識
で
よ
ろ

し
い
で
す
か
。

議
会
の
議
決
に

賛
成
ま
た
は
反

対
し
た
り
、
議
会
の
公

式
な
行
為
に
参
加
し
た

こ
と
に
よ
り
議
会
議
員

が
個
人
的
に
訴
え
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
が
支
払

う
損
害
賠
償
金

に
つ
い
て
、
議
会
議
員

が
自
治
体
か
ら
損
害
賠

償
責
任
を
求
め
ら
れ
る

議会の不法行為とは議会の不法行為とは…議会活動において、故意または過失により第三者に損害を与える違法な行為のことです。名
誉毀損、人権侵害、個人情報の漏洩などです。
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問問問問

問問

問問

問問問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答答答

答答

答答

答答答答

答答

答答
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